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Summarv 
The reclamation dike and the structure along the coast in Ariake Sea have been 
designed using the estimated ocean wave data by Isewan Typhon， until now. 
But in Sept. 1991， NO.17 and NO.19 typhoons have larger scale than it. 
1n this paper， the ocean wave value at the N 0.17 typhoon was estimated by Izima's 
formular， and its value was almost consistent with the observed data of the Ariake Sea 











































































十(ω.R.sinゆ)2}ω.R'sinφ} X 10-2 
倒し，Vgr 傾度風速(m/s)
????
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R 等圧線の助率三ド:窪(cm)
ρ :空気の密度l.1X 10-3 g /cm3 
G :気圧傾度ニ1000ム (g/cm2/s2)
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らの距離は的
azl-4 既往台風の気圧分布
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~J-- 5 T9117擬近時の天気図
wl-6 T911官接近時の天気灰1
8P G=石 27(1十(去)2)一/ ( 4 ) 
伊勢湾台風の場合， P l013hpa， 
a=70hpa， ro=75kmである(図 4参照).
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台風中心からの慰緩(k盟)
jiXJ-8 T9119の気配分布 (91/09/27 9: (0) 
T9117およびT9119が接近した時刻における天気図を用いて気圧分布を求め閣に示すe 天気
図は九州、|に接近した 9月13E3 21時([@-5) と9月27日9時(図 6 )の資料を用いた，その
結果，係数aは，
T9117 : a=1013-955ニ58与55hpa
T9119 : a=1013 935=78'=775hpa 
とする.また， roを変化させた場合の曲線を求めると関一?と図 8を得る.その結果，台風





















































3 ) 群速度 (C) と鼠速，水深の関係
主:(giZ)l/2(lals ad … a6s6) U ¥U 
( 7 ) 
ここに， s=(gD/U2)/(gT/2πU)でOくs<π とする.
まTこ，
al= 0.4536 a2ニ().00931 
a3= -0.2745 ぬこ 0.17033
a5= -0.0476 a6ニ 0.005067
M (C/U)/(gD/U2)li2 
とおくと， O<s< 7rに対して， 1> M>0.288となり
Sロ b1(l M)十bμ-M)2十・・・トb7(1-Mr
で表され，
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α(1 同 ;EhIヤ〕 一一一(12)
品 =β(l-"7C-'-=C~-"'=--;百円τ〕 一一 凶




Y軸を北方向と平行にとっている e 格子間隔は λ=2.0kmとしている.
また各格子における海底標高は凶ト10のようになる.水深は，格子点上で次のような方法で求
める.
今考える点、の位置を (x，y)，その時刻を tとすると，格子関舗は λであるから
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。ト十原点:lt繰 320 34' 00" 
ト斗ベト十一東J経 1300 04' 30" 





J 32' 4-0' 
車 4 8 12 1品 2器 24 28 32 36 40 <1-4 4.8 52 
関-9 計算メッシユ
m三五 λ三五m 十1， n三五y/λ，k三五t/τ話1王十1
157 
ここに， m， 1， kは整数値であり， τは時間間隔を表すa すなわち点 (x，y) は格子点
(m， 1)ヲ(m十1，n)， (m， n十1)，(m十1，n十1)の間にある軍この 4つの格子点での kxτ







ここに， γ1， Jニゾ((x--1 xλ)2十(y-jXλ)2)
m十1，j=n， n十1
γj， j 点(x，y)から格=f命点(i， j)迄の距離.
(14) 
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図 10 住機点における海皆様高
h(m，n，k) :格子点(m，l1)上のkτ時刻での水深.
次に(k十1)τ時務での点， y)の水深は，式( )中の kの代わりに(k十1)を代入した値を
取ればよい。次に時刻tでの点(x，y)の水深は





東経 X 車窓 Y 車出
128.3 165.1 -2.56T -282.4 
km km 69.4、
14 0 30.9 128.7 127.9 1.667 -183.4 
31.9 129.1 -0.975 --90.7 --0.667 73.4 
71.3 
129.7 --0.375 -34.9 。.133 14.6 57.6 ~) 32.7 
130.1 0.025 2.3 0.533 58.6 
4ヲ8
6 33.1 
0.625 58.1 168.6 
63.1 
9 34.1 130.7 
:31.9 
12 35.1 I 132.6 2.525 243.8 2.533 278.6 
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表 6 T9117における中心位置の座標
Jし、 {立 霞 座標系の台風位讃
日時 官議 当J岳
it 繰 東経 X 者h Y 車由
l1 
31.2。 128.4" 1.675' -155.8 1.36T -150.4 
km km 59.7" 
32.5 129.3 -0.775 -72.1 -0.067 -7.3 
33.9 130.6 0.525 48.8 1.333 146.6 
35.5 B2.3 2.225 206.9 2.933 322‘6 
17号台規 (91/9/14) 17場台昆 (91/9/14)














19号台風 (91/9/27) 19号告嵐 (91/9/27)
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表 7 佐賀大学観測搭におけるT9117の観測j結果
台風17号による有明海の波浪状況(1991年9月)
気圧 気温 風向 風速 潮位
最大 有義 平均
時刻
(hPa) (T) (deg.) (m/s) (m) 
波高 波高 波高
(m) (m) (m) 
13/ 
21 i 1005.7 24.6 31 6.6 0.75 0.48 0.30 0.19 
22 1005.4 24.4 28 6.3 1.57 0.62 (U6 0.22 
23 1005.0 23.9 28 8.4 2.08 0.79 0.40 0.25 
24 1003.4 24.2 31 8.8 2.12 0.66 0.45 0.28 
14/ i 
l 1002.0 24.4 31 10.3 1.64 0.76 0.50 0.31 
2 999.9 24.3 34 12.1 0.80 1.21 0.73 0.47 
997.5 23.4 36 13.4 -0.16 1. 00 0.69 0.44 
4 992.6 I 39 17咽6 -1.02 1. 21 0.98 0.71 
5 986.3 23.0 59 20.2 1.45 1. 70 1.20 0.77 
6 974.0 24.2 134 33.8 …0.94 3.47 2.36 1.46 
7 975.0 25.9 227 21.1 0.04 2.05 1.20 0.74 
8 987.0 24.5 277 18.6 。.03 1.66 0.97 0.60 
















実被1データ 捻算デタ (m) 
14 2 0.73 0.64 
3 0.69 1. 41 14 
4 0.98 2.40 15 2.64 
5 1.20 2.44 16 3.67 
6 2司36 2.54 17 1.44 
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摘要
従来，有明海沿岸域において干拓堤前をはじめとする各種構造物の設計において使用される
波浪の推算には，伊勢湾台風のデータが用いられてきた.しかし， 1991年9月にこの伊勢湾台
風を越える規模の17，19号台風が有明海沿岸域に来襲した.
本研究は17号台風による井島の波浪推算千ユ法による髄と本学に設置している海象観関装置に
よる実践値とを比較しその推算手法の妥当性を示すと共に19号台風における波浪の推算をおこ
なった.
